
本書は Part 1～4の4部構成です．

　Part 1 医療者がビジュアル・コミュニケーションを上手に行うために
　Part 2 患者さんに伝えるために―人体の形状を描く
　Part 3 医療者に伝えるために―より複雑な情報を描く
　Part 4 もっと詳しく知りたい方へ

Part 1では描く前に重要な検討事項を，Part 2～3では実際に手を動かす際の技術を，医療の具体
的な場面を題材に解説していきます．Part 4は美術に関する補足事項です．
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